
各地の便り

ぱい』第337号より転載させ 

ていただきました。各地区に包

化学薬品会社A社に勤務す 

るBさんは、取り扱っている製品 

の化学分析を数年前から単独で 

担当してきた。以前は2名が配置 

されていた職場だったが、同僚が 

退職した後は労働組合からの要 

求にもかかわらず補充がされて 

いなかった。

昨年の8月頃から左上肢の痛 

み、とくに左手手首、手の甲の痛 

みを強く感じるようになった。こう 

したことはこれまで経験がなぐ原 

因は仕事以外には考えられな 

かった。痛みを自覚するよぅになっ 

て、会社に対して改善を眾め、一 

方で市販の湿布薬を貼って仕事 

をしていた。

考えられる原因というのは、精 

密天秤での計量作業である。試

含した県連、支部名は關 

省略。 

料を正確に計量するために何回 

も左手を空中に保持して作業を 

行うため、いわゆる「静的」筋負担 

と手の部分の同じ動作の繰り返

「動的」筋負担が重なづて

発症したものと考えられる。

Bさんの仕事は写真のように、 

精密天秤を使用して、1万分の1 
グラムの精度で試料を計りとり(写 

真左)、これを加熱乾燥して(写真 

右)再び計量するという作業の反 

復である。磁器ボートやるつぼを 

はさみ.精密天秤で秤量し、恒温 

加熱炉に運び一定時間加熱した 

後、冷却用のデシケーターに運 

び一定時間冷却した後、再び精 

密天秤に運び計量する。この一 

連の作業を、左利きのBさんは左 

手のみでピンセットで器具をつま 

んで細心の注意を払って行って 

いた。

とくに、精密天秤に試料を出し 

入れする際や、試料を加熱する 

ときに、左手関節のスナップを利 

かす動作を頻回に行ぅことになり、 

このことも発症部位への過重な 

負担になってしまった。精密な作 

業のため利き手ではない右手を 

使用することは困難だったことも 

災いした。

その後、我慢しながら仕事をし 

ていたが、作業が増加した12月 

に症状が増悪し、ついに会社の 

近ぐZ)診療所に受診して「左手背 

左手関節腱鞘炎」で2週間の安 

静療養を要するとの診断を受け 

た。労働組合とじT作業軽減を求 

め.会社は追加要員の配置に同 

意したものの未経験者ということ 

もありその効果はあまりあがらな 

かった。

Bさんは当然に労災請求の手 

続をとり、請求から3か月と比較 

的早期に、この3月に淀川労懺 

基準監督署は業務上疾病と認定

姗

関西労働者安全センター

化学分析作業での腱鞘炎

大阪瘳精密作業の繰り返しが原因
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石線労災裁判で専門家証言 

愛媛⑧被災をなくす松山集会も開催

3月20日、「アスベスト被災を 

なぐr松山集会」が、愛媛県勤労 

会館に約100名を集めて開催さ 

れた。

主催者を代表して、)11上英奇. 

愛媛労働災害職業病対策会議 

代表、古咎杉部•全国安全セン 

ター事務局長のあいさつの後、 

石綿対策全校連絡会議を代表し 

て全建総連中央本部労対部長の 

老田靖雄氏、じん肺■アスベスト 

被災者救済基金(横須賀)事務局 

長の林充孝氏が連帯のあいさつ 

を行った。

続いて、1993年に提訴された 

四国電力西条火力発電所アスベ 

スト労災裁判の弁護団の藤田育 

子、森田明弁護士の報告と、原 

告(死亡した元労働者の妻)の息 

子さんがあいさつをした後、集会 

のメインのニューヨーク■マウント 

サイナイ医科大学の鈴木康之亮 

教授の記念講演が行われ、参加 

者全員が耳を傾けた。

前日19日に松山地裁で、同裁 

判の公判があり、原告側証人と 

して鈴木教授の証人調べが行わ 

れている。この集会は、裁判に対 

する支援の輪を広げるとともに、 

このために来日された鈴木教授 

の記念講演を受けて、日本にお 

けるアスベスト禁止の早期実現 

に向けた理解と取り組みを促進 

しようという目的で開催されたもの 

である。

愛媛県にある西条火力発電所 

に約40年間勤務したAさんは、 

1984年に国立愛媛療養所で死 

亡、死因は「悪性中皮腫」とされ 

た。主治医は「アスベストが原因」 

と言ったが、なぜか「今の日本で 

は労災とは認められない」という 

ような話を聞かされていた。主治 

医の勧めで愛媛大学で解剖した 

ところ、病理医は中皮腫を否定し 

て「肺がん」と診断した。

1991年に初めて全国で行っ 

た「アスベスト■職業がん11〇番」 

で愛媛労職対に相談があった第 

1号がAさんの家族から。しかし、 

すでに労災保険請求の時効は成 

立してしまっていた。

1993年に松山地裁に会社を 

相手取った損害賠償裁判を提起 

したが、会社側が全面的に争う姿 

勢の中で、アスベスト曝露の実 

態、死亡原因および両者の関係 

等、困難な立証を強いられてき 

た。199 5年に裁判所が富山医 

科薬科大学の北川正信教授に 

鑑定を依頼。一方で、原告側が 

独自にニューヨークの鈴木教授 

に依頼した鑑定の結果も1998年 

6月に提出された。

北川教授の「悪性中皮腫では 

なく肺がん(大細胞がん)」という 

意見に対じT鈴木教授は「悪性 

中皮腫」と判断。「アスベスト曝露 

は職業曝露の下限(高度だが低 

い方)」(北川)に対しては、それを 

大きく上回る数のアスベスト小体 

を確認(鈴木)。検出されたアスベ 

ストの種類でも、あまり工業的に 

使用されていない「トレモライトが 

大部分」(北川)に対して、「ほとん 

どがクリソタイル」(鈴木)等々、両 

者の鑑定結果には異なる点があ 

る。(しかし、北川鑑定意見でも、 

「石綿曝露との関連は否定できな 

い」、「喫煙とは関係は低い」とさ 

れている。)

証言の中で鈴木教授は、アス 

ベスト疾患の難しい病理診断の 

仕組みを、わかりやすく、しかも世 

界の最先端トップレベルの科学 

的厳密さ奸こなゎずに解説しな 

がら、両者の意見の相違の原因、 

鈴木鑑定の科学的妥当性を解き 

ほぐしていった。アメリカの陪審制 

の砧で鍛えられた鈴木教授の証 

言は、まさに科学専門家の証言 

はかくあるべしというお手本のよ 

うなものだった。(しかも、アスベス 

卜疾患の病理診断の手引きとも 

言える内容なので、あらためて紹 

介したいと考えている。)

反対尋問では、「原告側弁護 

士から事前に聞かされていた伝 

聞情報(大量の石綿曝露という) 

をもtにした予断ではないか」,「ア 

メリカでの数多くの証人経験とい 

うが原告側だけの偏った立場で 

はないか」といった印象を与えよ 

うとする質問がなされたが、結果 

はかえって証人の科学専門性を 

際だたせた。最後に「なぜ日本で 

アスベスト裁判が少ないと思うか」
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3.20アスベスト被災をなぐt松山集会で講演する鈴木康之亮教授

ていた。

先物取引は時々刻々と変動す 

る国際相場、国内相場を基に顧 

客を獲得するものであり、とくに 

海外相場の変動は時差の関係 

で事業活動は早朝■深夜にわた 

る。被災者は,このような長時

間、不規則労働のなかで倒れた 

のだった。

この事件でも原処分庁■審査 

官は、処分理由、被災者に関す 

る調査資料等一切の開示■説明 

さえも拒否した。

一方、会社は、被災者の労働 

実態に関する資料の開示を拒 

み、さらに、被災者のアパートの 

私物まで勝手に処分するなど悪 

と聞いて、鈴木教授に、今後の日 

志での被害の増大に射する警鐘 

をならす機会を与えることになつ’ 

た。結局、反対尋問は30分かそ 

こらで早々に切り上げられ、急 

遽、被告側はやはり北川鑑定人

の証人調べを行いたいと申し出 

た〇

現在のところ日本で唯一の、そ 

して発電所では初めてのアスベス

卜裁判に今後も目が離せ 

そうにない。

先物取引営業Vンの脳疾患

質な労災隠しを行った。

そのため、長崎労働衛生コン 

サルタント事務所、労働者法律 

ネットワーク、過労死弁護団、労 

健懇、労働組合で「支援する会」 

を作り,被災者の顧客捜し、医 

証、証言の掘り起こし、労働基準 

局、審査官交渉などの運動を進 

めた。

長崎•審査請求で逆転労災認定 このようななかで、審査官はつ

いに、被災者の過重労働の実態 

を認めて「業務上災害」と認定し

た。

先物取引の会社の労働者H 
さん(当時24歳)がクモ膜下出血 

で倒れた労災審査請求事件で、 

長崎労災俣険審査官が1999年 

1月23日に原処分を取り消し、 

業務上災害と認定する裁決を 

行った。

Hさんは、国際トレーディング 

株式会社の営業マンとして、長崎 

市を拠点にした県下で激しい顧

客獲得競争のなかで、1996年 

4月1日、県北地区での営業活 

動のあと、深夜帰宅直後にクモ 

膜下出血で倒れて再起不能と 

なった。

被災者の家族が業務上災害 

として労災補償を請求したが、長 

崎労働基準監督署長が「業務外」 

として却下したため、原処分の取 

り消しを求めて審査請求を行っ 

この逆転勝利は、困難な条件 

の中で息子のために必死で訴え 

続けたHさんの父親の執念、そ

の親子とはまったく無縁な人々が 

救済のために奔走した熱意の成 

果である。’

ご協力いただいた皆様、支え 

てくださった会員の皆様方に心か 

らお礼申し上げます。_

労働者法律ネットワークNo.9
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世界から

農薬、有害物質をめぐ''る話題 

海外短信 ^Workers’ Health
International Newsletter

ある。

_有害物質の試験について、ア

メリカの規制が強まる中で、多国 

籍化学企業は、イギリスの学生 

や失業者を使うようになっている。

圔アメリカOSHA (労働安全衛 

生庁)は、Dartmouth大学の実 

験室で働いていた女性が水銀中 

毒で死亡した件について、連邦 

安全衛生基準を守っていなかっ 

たとして、13,500ドルの罰金を命 

じた。

■アメリカの企業が、合成樹脂 

の原料であるスチレンの労働者 

曝露について、OSHAの19 8 9 
年の基準値よりさらに下回るか 

たちで、自主規制することになっ 

た。産業界、OSHA、UAW労 

組などが議論して決定したもの。 

対象労働者は90,00〇人。

冒カナダとアメリカは、殺虫液ク 

ロルデンの禁止とDDTの使用 

を5年間に80%削減できるよう 

に、メキシコ政府を支援すること 

で合意した。

HPesticide Action Net- 
workアフリカやラテンアメリカ 

の活動者が、有害物質の国際移 

転を防ぐために、輸出側が輸入 

側に危険性に関する情報を提供 

する、事前同意協定の重要性を 

訴えている。

圈IL〇の報告書によると、世界 

で年間170,00 〇人の農業労働 

者が死亡しており、その数は他 

の産業の少なくとも2倍に達する 

とのこと。また、建設や鉱山など 

の労働災害の多い産業でも、近 

年は減少の傾向にあるのに、農 

業についてはむしろ増加傾向に

圏スコットランドの安全衛生団体 

によ:ると、同国のGreenockに 

ある Nat-Semis (National 
Semi-conductor)で就労した女 

性労働者に、流産や乳がんなど 

の被害者が出ていることmi 
が問題になっている。_

実態把握調査計画0提案
インド•ボパール災害15周年に向けて

今(1999)年12月で、ユニオ 

ンカーバイドのボパーノレガス災害 

から15周年を迎える。しかし、生 

存者を取り巻く医療的、法的、環 

境的、社会経済的状況はかんば 

しいものではない。実際多くの面 

で、1984年12月の事故直後の 

時点よりも悪くなってレ巧。制度上 

の無関心、無責任、腐敗は,被 

災者たちが正義と生命の尊厳の 

ための日常的な闘争の中で直面 

する困難さを一層ひどいものに 

している。1984年以来の、世界 

最悪の産業災害に対処するうえ 

での制度の無能さと生存者たちの 

粘り強い闘いは、生存者たちと世 

界最悪の産業災害の教訓を忘れ 

ることがなPようにするための創 

造的なイニシアティブがとられるこ 

とを緊急の課題としている。

過去14年間に、多ぐ^グルー 

プが、生存者が直面する諸問題 

に積極的に取り組んできた。また、 

被災者が直面している問題に専 

門的分野から焦点を当てた、政 

府や企業から独立した取り組み 

も多く行われてきた。例えば、産 

業災害と環境に関する恒久民衆 

法廷(1990-94、バートランド- 

ラッセルの提唱に始まるもの、日 

本からは水俣病患者と原田正純 

医師が参加)は、ボパールと他の 

産業災害被災者たちに、彼らが 

受けている持続的な影響につい 

て証言する国際的な機会を与え 

た。また、ボパールに関する国際 

医学委員会(IMCB: the Inter- 
national Medical Committee
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